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P3 ････新春特集「収入保険に期待する」
P6 ････補償拡大！建物共済
P8 ････ NOSAI 元気通信！
P10･･･今日も皆さまと

いわきいちご部会会員の箱崎庄一さん（７７）方の
雅江さん（４６）・紀子さん（４０）姉妹。二人はいちご
栽培の専門家であるお父様の背中を追いかけて就
農しました。「いちご栽培は天候に左右されて大変
ですが、食の安心を一番に届けたい」とお二人。今
日は、営農指導員の矢吹智伯さん（ＪＡ福島さくら）
から病害虫などに対するアドバイスがありました。

P11･･･ NOSAIからのお知らせ
P14･･･はじめよう！ 健康生活
P15･･･輝く☀農業女子
 収入保険契約者第１号
 加入者証授与

福島県オリジナル品種
「ふくはる香」でみんなを幸せに

新規就農者に
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安心のネットワーク
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平
成
31
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

福島県農業共済組合
組合長理事

齋藤　勝利

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
農
業
保
険
事

業
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
収
入
保

険
制
度
創
設
と
農
業
共
済
制
度

改
正
を
内
容
と
す
る
「
農
業
保

険
法
」
が
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
１
月
か
ら
は
い
よ

い
よ
改
正
農
業
共
済
制
度
が
本

格
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
と
と
も

に
、
収
入
保
険
の
保
険
期
間
が
開

始
し
ま
し
た
。

役
職
員
一
同
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
組
合
員
等
の
皆
様
が
安
心

し
て
農
業
経
営
が
で
き
ま
す
よ

う
、
効
率
的
な
運
営
、
安
定
的
な

事
業
の
実
施
、
農
業
経
営
の
セ
ー

総
代　

定
数　

２
８
５
名

◦
総
代
は
、
組
合
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
総
代
会
に
お

い
て
、
定
款
及
び
事
業
規
程
の
変
更
、
事
業
計
画
・
決
算
承

認
な
ど
の
議
決
権
や
役
員
の
選
任
権
を
有
し
ま
す
。

◦
総
代
は
組
合
員
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
選
出
に
つ
い
て

は
、「
立
候
補
」
ま
た
は
「
推
薦
」
さ
れ
た
人
で
、
選
挙
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

共
済
部
長
及
び
損
害
評
価
員

◦
組
合
の
事
業
内
容
な
ど
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
伝
達
し
た

り
、
提
出
い
た
だ
く
書
類
、
ご
意
見
を
組
合
に
連
絡
す
る
な

ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
組
合
と
の
「
橋
渡
し
」
の
役
目
を

担
い
ま
す
。

◦
水
稲
や
果
樹
な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
被
害
が
申
告
さ

れ
た
耕
地
、
園
地
な
ど
を
調
査
し
、
見
込
収
穫
量
な
ど
を
決
定

し
ま
す
。
共
済
金
支
払
い
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
役
割
で
す
。

損
害
評
価
会
委
員

◦
関
係
機
関
の
学
識
経
験
者
や
各
地
区
の
代
表
か
ら
組
合
長

が
推
薦
し
、
総
代
会
の
承
認
を
得
て
選
任
さ
れ
、
災
害
発
生

時
の
現
地
調
査
、
収
穫
期
に
お
け
る
収
穫
量
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

◦
損
害
評
価
会
は
組
合
か
ら
諮
問
さ
れ
た
共
済
掛
金
率
の
設

定
、
共
済
金
支
払
に
係
る
減
収
量
認
定
等
に
つ
い
て
審
議
答

申
す
る
機
関
で
す
。

任
期
は
平
成
31
年
６
月
１
日
か
ら
３
年
間

役
員
（
理
事
・
監
事
）
定
数
27
名

◦
理
事
23
名
・
監
事
４
名
の
定
数
に
よ
り
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

理
事
は
総
代
会
の
議
決
を
遵
守
し
、
組
合
の
事
業
運
営
や
業
務

執
行
に
あ
た
り
ま
す
。

◦
監
事
は
理
事
の
業
務
執
行
状
況
等
の
監
査
に
あ
た
り
ま
す
。

任
期
は
平
成
31
年
６
月
１
日
か
ら
３
年
間

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能

発
揮
に
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
７
月
に
西
日
本

豪
雨
、
９
月
に
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
と
大
き
な
自
然
災
害
が

発
生
し
、
ま
た
、
台
風
21
号
・
24

号
に
よ
る
暴
風
や
雨
、
高
潮
な
ど

に
よ
っ
て
全
国
各
地
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
県

内
に
お
き
ま
し
て
も
、
７
月
に
太

平
洋
高
気
圧
の
影
響
で
猛
暑
日

が
続
く
な
ど
記
録
的
な
高
温
・
少

雨
と
な
り
、
作
物
に
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様

に
対
し
ま
し
て
、
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
被
害
に
対
し
、
早
期
の
共
済
金

支
払
い
に
向
け
、
迅
速
・
的
確
な

損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
損
害
評
価
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
か
ら
間
も
な
く
８
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
避
難

指
示
解
除
の
地
域
が
広
が
る
一

方
で
、
今
な
お
、
自
宅
で
の
農
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
組
合

員
の
皆
様
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
風
評
被
害
の
払
拭
な

ど
、
一
刻
も
早
い
真
の
復
興
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

「
農
業
保
険
の
実
行
元
年
」
を
契

機
に
、
従
前
に
も
増
し
て
組
合
員

等
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
邁

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
本
組
合
の
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

今年は、総代等の改選期です
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県
北
支
所

安
達
支
所

郡
山
田
村
支
所

さまざまなリスクによる収入減少を補償する収入保険制度。
県内の農家の皆さんに、新たな保険に寄せる期待をお聞きしました。

収入保険に期待する新 特春 集

収
入
保
険
は
、
自
然
相
手
の
農
家
に
と
っ
て
あ
り

が
た
い
制
度
で
す
。
私
が
過
去
の
大
冷
害
の
と
き
に

借
金
を
し
た
よ
う
に
、
気
候
等
に
よ
る
収
穫
量
や
単

価
の
変
動
で
苦
労
し
て
い
る
農
家
は
多
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
点
で
収
入
保
険
は
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
し

て
い
る
の
で
、安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
ま
す
。若

い
人
た
ち
に
も
就
農
を
勧
め
や
す
く
な
り
、
後
継
者

不
足
の
解
消
が
進
め
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

水
稲
を
経
営
の
中
心
に
据
え
、
年
間
の
作
業
配
分

を
考
慮
し
て
露
地
野
菜
と
柿
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
養
蚕
農
家
で
し
た
が
、
露
地
野
菜
に
転

換
し
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ア
サ
ツ
キ
、

里
芋
、
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

経
営
の
判
断
は
自
己
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

な
り
に
勉
強
し
、
幅
広
い
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
収
入

保
険
が
自
分
の
経
営
に
合
う
と
思
い
ま
し
た
。

収
入
保
険
は
、今
ま
で
の
共
済
制
度
と
比
べ
て
、１

割
以
上
の
損
害
か
ら
補
償
が
開
始
さ
れ
、
価
格
の
下

落
も
対
象
に
な
る
の
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
次
第
に

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
病
気
や
怪
我
で
収
入
が
減
少

し
た
場
合
も
補
償
の
対
象
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
必
要
な
保
険
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
お
い
し
い
米
と
イ
チ
ゴ
が
出
来
る
よ
う
に
、

家
族
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
市　

宍
戸　

薫
さ
ん（
64
）

二
本
松
市　

星　

光
さ
ん（
69
）

郡
山
市　

小
林　

正
一
郎
さ
ん（
53
）

ナシ 110㌃、モモ 80㌃

水稲 526㌃、露地野菜 64㌃、柿 50㌃

水稲 2300㌃、イチゴ ７㌃、ハウス ４棟

収
入
保
険
が
あ
れ
ば
、

若
い
人
た
ち
に
も
就
農
を

勧
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

経
営
の
判
断
は
自
己
責
任
。

自
分
な
り
に
勉
強
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

病
気
や
怪
我
で
収
入
が
減
少
し
た

場
合
も
補
償
の
対
象
に

な
る
の
で
安
心
で
す
。

経営
規模

経営
規模

経営
規模
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共
済
新
聞
で
収
入
保
険
が
始
ま
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
組
合
や
農
水
省
の
説
明
会
で
総
合

的
な
補
填
が
で
き
る
保
険
だ
と
思
い
ま
し
た
。

収
支
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
提
出
に
は
少
し
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
地
区
職
員
の
丁
重
で
的
確
な
説
明
を

受
け
、
加
入
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

災
害
以
外
で
も
保
障
さ
れ
る
の
で
、
将
来
の
経
営

安
定
に
安
心
が
持
て
る
保
険
だ
と
期
待
し
ま
す
。

地
区
担
当
者
の
方
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
収

入
保
険
へ
の
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
最
近
の
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
価
格
の
下

落
、
そ
し
て
、
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
収
入
減
少
ま
で

も
対
応
す
る
収
入
保
険
は
、
補
償
範
囲
の
広
さ
に
と

て
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
農
家
の
経
営
全
般
を
守
る
保
険
制
度
」
で
あ
り
、

将
来
は
ど
ん
な
農
家
で
も
守
る
こ
と
を
一
番
に
考
え

て
ほ
し
い
で
す
。

収
入
保
険
等
の
農
業
政
策
が
自
分
に
合
う
も
の
か

判
断
し
、
自
分
な
り
の
方
策
を
設
定
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
は
規
模
拡
大
特
例

も
あ
り
、
新
規
作
物
へ
の
挑
戦
や
栽
培
方
法
の
転
換

を
考
え
て
い
る
若
い
就
農
者
こ
そ
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
面
で
持
続
可
能
な
農
業
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
中
、
収
入
保
険
の
役
割
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

天
栄
村　

矢
部　

文
雄
さ
ん（
70
）

白
河
市　

鈴
木　

長
一
さ
ん（
67
）

喜
多
方
市　

小
島　

潤
さ
ん（
38
）

水稲 896㌃

水稲 200㌃、大豆 62㌃

トマト 18㌃、小松菜など葉物 18㌃、人参 ６㌃

い
わ
せ
石
川
支
所

白
河
支
所

会
津
支
所

将
来
の
経
営
安
定
に
安
心
が
持
て
る

保
険
だ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

農
家
の
経
営
全
般
を
守
る
保
険
制
度
。

補
償
範
囲
の
広
さ
も
魅
力
で
す
。

新
規
作
物
へ
の
挑
戦
を
考
え
て
い
る

若
い
就
農
者
こ
そ
収
入
保
険
を

活
用
す
べ
き
。

経営
規模

経営
規模

経営
規模

4ひかり NOSAIふくしま 14号



自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
、
手
入
れ
し
た
分

が
そ
の
ま
ま
収
入
と
な
る
農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。た
だ
、自
然
災
害
や
価
格
の
下
落
な
ど
に
よ
る

減
収
は
生
活
に
直
結
す
る
た
め
、
規
模
拡
大
を
躊
躇

し
て
い
ま
し
た
。
新
た
に
始
ま
る
収
入
保
険
は
、
自

分
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
被
害
も
補
償
し
て
く
れ
る
保

険
だ
と
説
明
を
受
け
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
。

こ
う
い
う
制
度
が
あ
れ
ば
、
規
模
を
拡
大
し
た
り
、

新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
湧

く
と
い
う
か
、
希
望
が
も
て
ま
す
よ
ね
。
加
入
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
評
価
が
上
が
っ

た
り
、
結
果
的
に
信
用
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

青
色
申
告
な
ん
て
聞
く
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
使
え
る
も
の
は
何
で
も
活
用
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
天
候
は
高
温
少
雨
で
、
梨
に
と
っ
て
は
悪

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
台
風
な
ど
天
候
も
予

期
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
果
樹
農
家
に
は
常

に
な
に
か
し
ら
補
償
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。収

入
保
険
制
度
な
ら
今
ま
で
の
果
樹
共
済
よ
り
も
、

自
分
の
営
農
状
況
に
応
じ
た
補
償
が
さ
れ
る
と
期
待

し
、
梨
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
相
馬
市　

西　

達
也
さ
ん（
46
）

広
野
町　

小
野　

謙
治
さ
ん（
63
）

い
わ
き
市　

大
森　

美
津
雄
さ
ん（
63
）

水稲 2,700㌃、イチゴ 12㌃、その他野菜、花き 36㌃

水稲 525.9㌃

ナシ 130㌃

相
馬
支
所

双
葉
支
所

い
わ
き
支
所

補
償
内
容
を
聞
い
て
加
入
を

決
め
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

希
望
が
も
て
る
収
入
保
険
は
、

信
用
性
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
な
ら
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
手
厚
い
補
償
が

期
待
で
き
ま
す
。

経営
規模

経営
規模

経営
規模

収 入 保 険 に 期 待 す る新 特春 集
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建物共済
年
末
・
年
始
で
ご
家
族
お
揃
い
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
。
も
う
一
度
大
切
な
財
産
で
あ
る
住
宅
、

納
屋
な
ど
の
建
物
の
補
償
に
つ
い
て
皆
様
で
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
加
入
内
容
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い

補
償
が
拡
大
！ 

充
実
し
ま
し
た

地
震
等
災
害
に
よ
る
支
払
い
が
拡
大
！

共
済
金
額
の
50
％
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

補
償
は
１
億
円
ま
で
！

共済金支払額

安
心
ポ
イ
ン
ト
1

安
心
ポ
イ
ン
ト
2

『総合共済』に共済金額
2,000 万円で加入して
いる建物が、地震で全壊
した場合の支払い例

建物や家財を再取得価額まで補償します。

火災共済

6,000万円
合計総合共済

4,000万円

１億円まで
加入できます。

共済金＝2,000 万円 × 50％（注）

　　　＝1,000 万円
（注）残存物取片付費用共済金は支払い対象外に
　　 なります。

補
償
内
容

プ
ラ
ン

火災 落雷 破裂
爆発

物体の
衝突

給排水設
備の事故
による
水ぬれ

盗難
による
き損
汚損

風害 水害 雪害

地震
噴火
津波

（共済金額の
50％限度）

火災
共済 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ×
総合
共済 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

特 集
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損
害
額
が
30
万
円
以
下
の
損
害
事
故
の
場
合
に
、実
損
害
額
を
全
額
共
済
金
と
し
て

支
払
い
ま
す
。
こ
の
特
約
を
付
帯
す
る
こ
と
で
、自
己
負
担
な
し
で
修
理
や
買
い
替
え

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
共
済
金
額
１
棟
１
０
０
０
万
円
以
上
の
建
物
に
限
り
ま
す
。

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
で
安
心
！

臨
時
費
用
担
保
特
約
の
支
払
割
合
Ｕ
Ｐ
で
安
心
！

10
％
、
20
％
、
30
％
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

（
２
５
０
万
円
限
度
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
総
合
共
済
に
は

収
容
農
産
物
補
償
特
約
が

あ
る
の
で
安
心
！

共済金支払額

安
心
ポ
イ
ン
ト
3

安
心
ポ
イ
ン
ト
4

『総合共済』に「小損
害実損てん補特約」を
付け、2,000 万円の建
物に、共済金額 1,000
万円で加入。自然災害

（地震、津波は除く）で
30 万円の損害が発生
した場合の支払い例

共済金＝損害の額

　　　＝30 万円
（自然災害の場合、損害額が１万円超が対象）

特
約
で
補
償
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

円
を
限
度
に
実
損
害
額
を
共
済
金
と

し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。（
地
震
に
よ

る
損
害
は
１
建
物
・
１
品
目
・
１
口

当
た
り
30
万
円
限
度
）

掛
金
は
、
Ａ
タ
イ
プ
が
１
品
目
に

つ
き
１
口
１
千
円
、
Ｂ
タ
イ
プ
が
同

３
千
円
で
す
。

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
方

は
、農
産
物
も
補
償
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

建
物
総
合
共
済
に
は
、収
穫
後
、圃

場
か
ら
搬
出
し
た
農
産
物
（
米
・
麦
・

大
豆
）
を
納
屋
等
に
保
管
中
、
自
然

災
害
や
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生

し
た
場
合
に
損
害
を
補
償
す
る
特
約

が
あ
り
ま
す
。

■　

特
約
の
概
要

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作

業
場
や
納
屋
等
に
、
出
荷
前
の
一
時

保
管
ま
た
は
自
家
販
売
な
ど
の
通
年

保
管
中
の
販
売
を
目
的
と
し
た
農
産

物
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
償
対
象
は
保
管
す
る
米
・
麦
・

大
豆
の
３
品
目
で
、
一
時
保
管
向
け

Ａ
タ
イ
プ
（
補
償
期
間
は
１
２
０
日

ま
で
）
と
通
年
保
管
向
け
Ｂ
タ
イ
プ

と
な
り
ま
す
。
両
タ
イ
プ
と
も
損
害

額
が
１
万
円
を
超
え
た
場
合
に
１
建

物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
１
０
０
万

7



「
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
編

ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
郡
山

市
田
村
町
の
熊
田
三
夫
さ
ん
（
77
）・

マ
ツ
さ
ん（
75
）夫
妻
。
減
反
し
た
水

田
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
祖
先
品
種
「
亀

の
尾
」
と
、
し
め
縄
用
の
「
実
取
ら

ず
」
を
栽
培
し
、
青
刈
り
し
た
も
の

で
し
め
縄
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

昔
、
こ
の
地
域
は
守
山
藩
と
呼
ば

れ
、
三
夫
さ
ん
は
そ
の
時
代
か
ら
伝

わ
る
「
守
山
じ
め
」
を
幼
少
の
頃
か

ら
教
わ
り
、
二
十
代
で
父
親
か
ら
受

け
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
代
風

の
ア
レ
ン
ジ
も
加
え
た
『
〆
縄
（
し

め
な
わ
）
鶴
亀
』
を
新
た
に
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

湯
の
ま
ち 
い
い
ざ
か 

グ
ラ
ノ
ー

ラ
工
房
の
責
任
者
、
高
橋
健
さ
ん

（
38
）
は
、
福
島
市
飯
坂
町
の
温
泉

街
の
一
角
に
工
房
兼
直
売
所
を
構
え
、

６
次
化
商
品
「
飯
坂
温
泉
グ
ラ
ノ
ー

ラ
」
を
販
売
し
、
温
泉
街
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

工
房
は
、
飯
坂
町
の
信
陵
建
設
が

企
業
内
起
業
と
い
う
形
で
運
営
。
地

元
農
家
と
提
携
し
、
地
域
と
一
体
に

な
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ラ
ノ
ー
ラ
は
季
節
に
よ
っ
て

中
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
変
わ
る
の

す
べ
て
１
本
の
し
め
縄
で
編
ま

れ
た
高
い
技
術
が
認
め
ら
れ
、
平
成

22
年
度
の
日
本
民
芸
館
展
で
は
最

高
賞
を
受
賞
。
鶴
亀
を
見
た
全
国
各

地
の
方
か
ら
注
文
の
電
話
が
来
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。
様
々
な
形

の
お
正
月
飾
り
も
人
気
で
、
毎
年
冬

は
家
族
総
出
で
大
忙
し
で
す
。

熊
田
さ
ん
夫
妻
は
、
た
く
さ
ん
の

方
に
技
術
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
各
地
域
で
し
め
縄
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。「
少
し
で
も
多
く
の

方
に
し
め
縄
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
惜
し
み
な

く
技
術
を
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

が
特
徴
で
す
。
使
用
す
る
の
は
規
格

外
で
傷
が
少
し
あ
る
だ
け
で
、
生
食

で
も
通
用
す
る
お
い
し
い
果
物
。
適

正
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
で
、
農
家

さ
ん
の
所
得
向
上
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
」
と
高
橋
さ
ん
。

こ
の
温
泉
街
で
し
か
買
え
な
い
お

土
産
に
す
る
こ
と
で
観
光
客
が
集
い
、

地
元
も
活
気
づ
く
。
消
費
者
の
顔
が

見
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
農
家
さ
ん

の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の

商
品
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
洋
菓
子
に
練
り
込
め
る
果

物
の
粉
末
や
、
紅
茶
や
緑
茶
の
フ

レ
ー
バ
ー
も
開
発
中
と
の
こ
と
。
新

た
な
挑
戦
に
向
け
て
高
橋
さ
ん
は
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

湯
の
ま
ち 

い
い
ざ
か

　

グ
ラ
ノ
ー
ラ
工
房

　

福
島
市
飯
坂
町
字
笠
松
11

　

メ
ゾ
ン
オ
グ
ラ
１
階

　

☎
０
２
４-

５
７
２-

７
５
７
７

営
業
／
土
・
日
・
祝
日
の
み
。

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

県
北
支
所

郡
山
田
村
支
所

湯
の
ま
ち
と
観
光
客
と
農
家
を
つ
な
ぐ

「
飯
坂
温
泉
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」

幸
せ
願
い 

し
め
縄
作
り

伝
統
継
承・守
山
じ
め
で「
〆し

め

縄な
わ

鶴
亀
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

しめ縄を編み込む熊田さん夫妻

福島市土湯温泉「向瀧」のフロントに飾
られた「しめ縄鶴亀」。右の亀には『寿』
の文字が、左の鶴には365本の茎で作
られた日の出、ひょうたん、幸せの四葉
のクローバーが装飾されている

価格は 50㌘入り350 円
（税込）、150㌘入り850
円。プレーン、メープル、
抹茶、紅茶の４種が基本 今後の展望を熱く語る高橋さん

NOSAI

元気
通信
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会
津
坂
下
町
金
上
の
齋
藤
タ
ケ
子

さ
ん
（
65
）
は
、自
然
の
植
物
を
材
料

に
手
提
げ
カ
バ
ン
な
ど
を
制
作
し
て

い
ま
す
。農
閑
期
に
趣
味
と
し
て
始
め

ま
し
た
が
、現
在
は
販
売
す
る
ほ
ど
の

腕
前
で
す
。

ヒ
ロ
ロ
細
工
の
材
料
は
、繊
維
が
丈

い
わ
き
市
平
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
み
ど
り
の
杜も

り

福
祉
会
」
で
は
、

障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
一
環
と

し
て
ブ
ド
ウ
栽
培
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
現
在
は
約
20
人
の
障
が
い
者

が
、
ブ
ド
ウ
の
管
理
や
ワ
イ
ン
製
造

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
た
同

法
人
で
は
、
所
有
の
醸
造
所
「
い

わ
き
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
で
、
年
間
約

１
万
５
０
０
０
本
の
ワ
イ
ン
を
製

造
。
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
酒
店
な
ど

夫
な
多
年
草
ア
カ
ソ
、ヒ
ロ
ロ
（
ミ
ヤ

マ
カ
ン
ス
ゲ
）、
モ
ワ
ダ
（
シ
ナ
ノ
キ

の
皮
）
の
３
種
。

材
料
が
揃
っ
た
ら
、ヒ
ロ
ロ
を
縦
糸

に
、
ア
カ
ソ
と
モ
ワ
ダ
を
横
糸
に
し

て
、色
の
違
い
で
模
様
を
作
り
な
が
ら

編
ん
で
い
き
ま
す
。シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ

グ
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
る
と
、仕
上
げ

る
ま
で
に
約
１
カ
月
か
か
る
と
い
い

ま
す
。

「
モ
ワ
ダ
を
洗
う
作
業
が
大
変

だ
っ
た
り
、採
取
し
た
土
地
に
よ
っ
て

材
料
の
色
が
異
な
る
た
め
、模
様
の
配

列
が
難
し
か
っ
た
り
と
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
工
芸
品
展
に
出
品
で
き
た

り
、人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
て
き
て

嬉
し
い
で
す
。
夫
も
器
用
だ
な
、と
ほ

め
て
く
れ
ま
す
」
と
齋
藤
さ
ん
。

作
品
は
三
島
町
の
工
芸
館
で
も
購

入
可
能
で
す
が
、ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
自
宅
に
て
販
売
も
し
ま
す
と
の

こ
と
。
冬
を
迎
え
、齋
藤
さ
ん
の
新
た

な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

◎
ご
連
絡
先

　

☎
０
２
４
２-

８
２-

２
５
８
９

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）

で
販
売
し
て
い
て
好
評
で
す
。

今
野
隆
理
事
長
（
62
）
の
お
嬢
さ

ん
、
麻
未
さ
ん
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
ワ
イ
ン
部
門
を
主
に
担
当
。「
父

は
山
梨
県
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
研

修
や
勉
強
を
重
ね
ま
し
た
」
と
、
当

時
の
苦
労
を
話
し
ま
す
。

今
年
７
月
に
は
「
い
わ
き
ワ
イ
ナ

リ
ー
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
＆
シ
ョ
ッ

プ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
こ
こ
で
は
ワ
イ

ン
の
購
入
を
は
じ
め
、
試
飲
も
楽
し

め
ま
す
（
有
料
３
０
０
円
）。

「
ワ
イ
ン
栽
培
、
販
売
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
方
に
い
わ
き
ワ
イ
ン

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
障
が

い
者
の
理
解
の
促
進
や
今
後
の
い

わ
き
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
今
野
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。
笑
顔
が

つ
な
が
る
地
域
に
向
け
て
、
夢
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
み
ど
り
の
杜も

り
福
祉
会
」

　

い
わ
き
市
好
間
町
中
好
間
字

　

半
貫
沢
34-

72

　

☎
０
２
４
６-

３
６-

０
０
０
８

　

営
業
／
午
前
11
時
～
午
後
４
時

（
不
定
休
）

会
津
支
所

い
わ
き
支
所

一
つ
ひ
と
つ
愛
情
込
め
て

ヒ
ロ
ロ
細
工
で
バ
ッ
グ
な
ど
を
制
作

ワ
イ
ン
造
り
を
通
し
て
障
が
い
者
の

自
立
を
支
援
「
い
わ
き
夢
ワ
イ
ン
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

おすすめのいわき夢ワインを手に今野麻未マネジャー
（写真右：マスカット・ベーリーＡ＆メルロー）とショップ
スタッフの松本愛美さん（写真左：甲州＆シャルドネ）

店内の様子

タケ子さんと夫の榮一さん。
榮一さんが持っているバッグは
タケ子さんの作品第一号

完成した作品

材料。緑色の細い
草と縄状のものが
ヒロロ、ベージュ
色の経木のような
ものがモワダ、茶
色い根っこのよう
なものがアカソ
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

東和針道地区の会長と集落営農の代表を務めて
います。小さな力を集結し、地域農業の結束につ
なげていくことが今後の農業継続のために重要で
あり、新たな地域づくりのために農業への挑戦を
続けていきたいです。ＮＯＳＡＩには新しく収入
保険制度が加わり、今まで以上に安心して農業経
営ができるよう期待しています。

四季があり豊かな水に恵まれた日本で、農業を
営めるのは大変幸せなことです。米の消費が低迷
し、米価が安価に推移していますが、「日本のコメ
は美味い」と自信を持って言える米を生産したい
です。そのためには土づくりが一番大事だと考え、
有機肥料の施肥を行い、良質で安定した収穫量を
目指した農業経営を目標にしています。

地元ブランド米「岩瀬清流米」を仲間と生産して
います。昨年は台風や水不足に遭いましたが、担
当集落では大きな被害はありませんでした。近年
は、稲作を委託し離農する農家が増えております
が、後継者が安心して営農に取り組める環境が重
要です。新たな収入保険も既存の共済制度も、農
家の強い支えとなる制度であってほしいです。

震災以降、高齢化や後継者不などにより離農す
る農家が増えており、年々加入推進に苦労してい
ますが、組合員とのつなぎ役として少しでも貢献
できるように頑張りたいです。自然災害が多発す
る中、農家の財産を守るＮＯＳＡＩの役割はます
ます重要だと感じますので、今後とも組合員にわ
かりやすい情報提供をお願いいたします。

地域農業の結束につなげたい

良質で安定した米づくりのために

安心して営農に取り組める制度を

組合員とのつなぎ役として貢献したい

二本松市　佐藤 源市さん（68）

NOSAI 部長歴／１５年　東和地区

白河市　近藤 忍さん（67）

NOSAI 部長歴／１２年　表郷地区
水稲 1,723㌃、

水稲作業受託 3,000㌃

水稲280㌃・養蚕６箱・
桑葉2,000㌕・
桑の実200㌕

水稲 20㌃、
野菜 20㌃

水稲 480㌃
須賀川市　浜尾 富之さん（65）

NOSAI 部長歴／４年　白江地区

南相馬市　坂本 秀樹さん（68）

ＮＯＳＡＩ部長歴／８年　石神地区

安
達
支
所

白
河
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

相
馬
支
所

「
」
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からのお知らせ

補償期間

加入申込期間

対象となる災害
（共済事故）

加入方式等

移植期（直播をする場合にあっては発芽期）から
収穫期までとなります。

2019年３月21日から４月20日までとなります。

◦風水害、干害、冷害、雪害、その他気象上の原因（地震、噴火を含
　む。）による災害、火災、病虫害、鳥獣害
◦共済事故を原因とする品質低下に伴う生産金額の減少（品質方式のみ）

加入方式、補償割合及び一筆半損特例の有無を選択して加入できます。

※地域インデックス方式
耕地ごとに農林水産省で公表している市町村の統計単収の過去５カ年の平均（５中３）を用いて基準収穫量を設定し、当年の統
計単収が基準収穫量の補償割合を下回った場合に共済金が支払われます。なお、飼料用米については統計データがないため地域
インデックス方式以外の方式を選択していただきます。

農作物共済（水稲）への加入は、2019年産
から次のとおり制度が見直されます
2019年産から収入保険と水稲共済を選択して
加入できるようになりました。

収入保険と水稲共済は両方加入することはできません。収入保険に加入しない方は
水稲共済に加入しましょう。また、地域インデックス方式と一筆半損特例が新設され
選択して加入できるようになります。

加入方式単位では、組合員の収穫量の
合計等が補償割合を下回らないと共済
金が支払われませんが、一筆半損特例を
付加した場合は、評価をして５割以上の
収穫量の減収が見込まれる耕地（右記例
で圃場Ｄ）に対して、損害を別に計算し
共済金を支払います。なお、加入した方
式と一筆半損特例で両方とも共済金の
対象になる場合は、共済金の支払額が多
い方が支払われます。

一筆半損特例

圃場Ｂ圃場Ａ 圃場Ｃ 圃場Ｄ

５割以上の
減収被害なし被害なし 被害なし

引受方式 補償割合 一筆全損特例 一筆半損特例
（新設） 損害評価方法

一筆方式（2021 年産までで廃止） ７割・６割・５割 現地調査

半相殺方式 ８割・７割・６割 標準で付帯 加入者が選択 現地調査

全相殺方式 ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 出荷資料等

品質方式 ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 出荷資料等

地域インデックス方式（新設） ９割・８割・７割 標準で付帯 加入者が選択 統計データ

被害なし

11



からのお知らせ

加入申込期間

補償の対象
となる期間は

補償の
対象となる
災害は

2019 年産果樹共済（りんご、ぶどう、なし、もも、かき）の加入申込み時期とな
りました。

近年、異常気象が多発し大型の台風や降ひょう等、これまでとは異なる時期や場所
で災害が発生しています。また、自然災害以外にも病虫害、鳥獣害も毎年発生してい
ます。これらの被害に備え、この機会にＮＯＳＡＩの果樹共済をぜひご検討ください。

減収総合短縮方式及び特定危険方式は減収総合一般方式（花芽の形成期から翌年の収穫期ま
で）と比べて、補償期間が短い分、掛金が安くなります。

2019 年３月下旬頃 2019 年７月～ 11 月頃

被害を受けやすい発芽期から収穫期まで

全ての気象災害や地震などの自然災害、病虫害、鳥獣害などによる災害で補償を受けること
ができます。

災害を限定した特定危険方式は、暴風雨、ひょう害、凍霜害のみの特定した事故による果実
の減収を補償します。。
※管理不足等による減収は災害とみなしません。農薬等による薬害、盗難、通常行うべき管理
　及び防除等を怠った場合は対象となりません。

◦半相殺減収総合短縮方式
◦半 相 殺 特 定 危 険 方 式（※2021年産までで廃止）

2019年１月20日から２月20日まで

果樹共済の加入申込み時期です
～万が一の災害に備えましょう～

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

発芽期
から

収穫期
まで

12ひかり NOSAIふくしま 14号



からのお知らせ

一
般
に
、
牛
の
蹄
病
は
、
疼

痛
（
痛
み
）
を
伴
う
た
め
跛
行

を
呈
し
て
、
食
欲
減
退
、
泌
乳

量
低
下
な
ど
を
起
こ
し
、
や
が

て
は
起
立
不
能
と
な
る
経
済

的
損
失
の
高
い
病
気
で
す
。

な
か
で
も
「
趾
皮
膚
炎
」
は

注
目
す
べ
き
蹄
病
で
す
。
乳
牛

に
多
く
、
交
雑
種
に
も
時
々
見

ら
れ
ま
す
。

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

【
原 

因
】

別
名
：
イ
ボ
状
皮
膚
炎
、
趾

乳
頭
腫
症
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
種
の
細

菌
が
原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
ラ
セ
ン
状
の
菌
が
皮
膚
か
ら

侵
入
し
て
痛
み
を
発
し
ま
す
。

抗
生
剤
治
療
が
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
細
菌
性
感
染
症
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、

ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
の
培
養
が
難
し

い
こ
と
、
さ
ら
に
感
染
源
・
感

染
経
路
を
解
明
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
完
全
に
原
因
菌
と
し

牛
の
趾
皮
膚
炎
に
つ
い
て

て
確
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
症 

状
】

後
肢
の
蹄
球
上
部
の
内
蹄

と
外
蹄
の
中
間
の
皮
膚
に
好

発
し
、
円
形
ま
た
は
楕
円
形
の

イ
チ
ゴ
状
あ
る
い
は
乳
頭
腫

状
病
変
を
形
成
し
ま
す
。
表
面

に
毛
が
逆
立
っ
て
い
る
の
で

一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
疼
痛
が

主
症
状
で
す
。
あ
ま
り
の
痛
み

に
つ
ま
先
で
着
地
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

【
治 

療
】

オ
キ
シ
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
や
リ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
な
ど

の
抗
生
剤
を
含
む
軟
膏
を
病

変
部
に
塗
布
す
る
こ
と
に
よ

り
、
数
日
間
で
疼
痛
が
緩
和
し

て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
抗
生
剤
の
連
続
使

用
に
よ
る
耐
性
菌
の
発
現
や

生
乳
中
へ
の
残
留
の
懸
念
が

あ
る
た
め
、
使
用
に
当
た
っ
て

は
最
小
限
度
に
控
え
る
べ
き

で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
菌
に
抗
菌
活

性
の
あ
る
物
質
の
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
チ
ン
ク
油
（
酸
化

亜
鉛
と
大
豆
油
を
混
合
し
た

も
の
）
や
ゲ
ン
チ
ア
ナ
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
（
色
素
剤
）、30
％
ア
ク

リ
ノ
ー
ル
（
ア
ク
リ
ノ
ー
ル
50

㌘
と
ワ
セ
リ
ン
１
１
５
㌘
を

混
合
し
た
も
の
）、
わ
さ
び
抽

出
物
（
商
品
名
ワ
サ
オ
ー
ロ
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
抗
生
剤
を

使
用
し
な
く
て
も
効
果
は
十

分
に
期
待
で
き
ま
す
。

【
予 

防
】

予
防
と
し
て
は
５
～
10
％

硫
酸
銅
溶
液
や
消
石
灰
（
20
㌔

㌘
の
石
灰
乳
に
80
㍑
の
水
を

加
え
て
３
日
間
使
用
）
の
蹄
浴

や
ゲ
ン
チ
ア
ナ
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
ス
プ
レ
ー
の
直
接
噴
霧
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

農
場
に
一
度
で
も
侵
入
す

る
と
な
か
な
か
根
絶
す
る
の

が
難
し
い
感
染
症
で
あ
る
た

め
、
年
２
、３
回
の
削
蹄
を
実

施
す
る
と
共
に
早
期
発
見
・
治

療
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

県北
家畜診療センター
次長 佐藤 欣律

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座
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あ
っ
と
い
う
間
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。皆
さ
ま
、風
邪
は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

ま

た
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
よ
！

恒
例
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
済
み
ま
し
た
か
？ 

感
染
弱
者
と
よ
ば

れ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・
乳
幼
児
・
妊

婦
・
糖
尿
病
や
肺
疾
患
な
ど
持
病
の
あ
る

人
は
重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
要
注
意
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
厚
生
労
働
省
が
推

め
て
い
る
『
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
』
を
守
る
こ

と
を
、
皆
さ
ま
に
も
広
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
、
ご
紹
介
し
ま
す
（
図
1
）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
代
表
的
で
す
が
、

咳
や
ク
シ
ャ
ミ
の
飛
沫
に
よ
り
感
染
す
る

病
気
は
多
く
、
今
年
日
本
中
を
騒
が
せ
た

風
疹
も
ま
た
、
飛
沫
に
よ
る
経
気
道
感
染

な
の
で
す
。『
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
』
は
、
こ
れ

ら
の
感
染
症
を
他
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
個
人
が
咳
・
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
際
に
マ

ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
袖
口
で
隙
間
の
な

い
よ
う
に
鼻
や
口
を
覆
う
こ
と
で
す
（
図

2
）。
皆
さ
ま
が
「
当
た
り
前
だ
」
と
思
う

行
為
で
す
が
、
家
族
間
や
学
校
・
職
場
内

の
感
染
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
も
っ
と
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
と

ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

都
会
で
は
、
バ
ス
や
電
車
内
で
不
特
定

多
数
に
感
染
さ
せ
る
危
険
も
減
ら
せ
ま

す
。
周
囲
が
予
防
的
に
マ
ス
ク
を
す
る
よ

り
、
罹
っ
た
か
な
？
と
思
う
人
・
治
り
際

の
人
（
約
1
週
間
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し

ま
す
）
本
人
が
マ
ス
ク
を
し
て
、
ウ
イ
ル

ス
を
撒
き
散
ら
さ
な
い
こ
と
が
感
染
を
拡

大
し
な
い
た
め
に
は
大
事
な
の
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
風
疹
も
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
あ
り
、
予
防
接
種
し
か

対
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
健
康
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
を
守
る
た
め
に

も
、
こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
是
非
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

今
は
肺

炎
球
菌
の
他
、
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
も

あ
り
ま
す
！

清明クリニック 佐藤 睦子

第13回

はじめよう
！

健康生活

咳やくしゃみを手でおさえる 何もせずに咳やくしゃみをする
せき

①マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

②ティッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う

③袖で口・鼻を覆う

せき

咳やくしゃみを手でおさえると、その手にウイルス
が付着します。ドアノブなどを介して他の人に病気
をうつす可能性があります。

咳やくしゃみをするとき、しぶきが2mほど飛びま
す。しぶきには病原体が含まれている可能性があ
り、他の人に病気をうつす可能性があります。

こまめに手を洗うことでも病原体が拡がらないようにすることができます。

３つの咳エチケット　電車や職場、学校など人が集まるところでやろう
せき

せき

せきせき

他人への感染を防ぐため、咳エチケットを行いましょう。

おおそで

おお

おお

おお

つけましょう。
マスクやティッシュ・ハンカチが使えない時
は、袖や上着の内側で口・鼻を覆いましょう。

ティッシュ：使ったらすぐにゴミ箱に捨てましょう。
ハンカチ：使ったらなるべく早く洗いましょう。

とっさの時マスクがない時

おおそで

咳エチケット違反してませんか？
せき

©諫山創・講談社／「進撃の巨人」製作委員会
咳エチケット解説

バーコード読み取り機能付き携帯電話もしくは
スマートフォンでご利用になれます。厚生労働省 咳エチケット

せき

図２

図１

咳エチケットを
守ろう！
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からのお知らせ

坪井 清花さん
（田村市）

牛専用のブラシでブラッシング。
心地よさに牛もリラックス

契約者第１号記念加入者証を授与された斎藤純さん（写真中央）、
齋藤勝利組合長（同左）、佐瀬初彦副組合長（同右）

収
入
保
険
契
約
者
第
１
号
加
入
者
証
授
与

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
収
入

保
険
。
福
島
県
で
契
約
者
第
１
号
と
な
っ

た
喜
多
方
市
山
都
町
の
斎
藤
純
さ
ん（
43
）

に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
齋
藤
勝
利
組
合
長

か
ら
加
入
者
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
父
親
か
ら
農
業
経
営
と

青
色
申
告
を
引
き
継
ぎ
９
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
現
在
は
、
弟
や
両
親
と
協
力
し
て
農

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

収
入
保
険
を
選
択
し
た
決
め
手
と
し
て
、

「
今
年
の
異
常
高
温
と
干
ば
つ
を
は
じ
め
、

農
業
経
営
上
の
リ
ス
ク
が
多
発
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
を
幅
広
く
カ
バ
ー
で
き
る

収
入
保
険
を
選
択
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。契

約
者
第
１
号
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、斎
藤
さ
ん
は
「
収
入
保
険
が
実
施
さ
れ

る
と
の
情
報
を
得
て
か
ら
興
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
、無
事
に
加
入
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【繁殖牛・母牛 22 頭、牧
草 500㌃】

N
O

G
Y O

J O S

H
I輝く

農業
女子

和
牛
の
繁
殖
農
家
に
嫁
い
で
か

ら
、
初
め
て
牛
の
世
話
を
し
ま
し

た
。
も
と
も
と
動
物
が
好
き
な
こ

と
も
あ
り
、
当
初
の
４
頭
か
ら

徐
々
に
頭
数
を
増
や
し
、
今
で
は

22
頭
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
飼
育
の
方
法
が
分
か
ら

ず
、
近
く
の
先
輩
農
家
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
世
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
経
験
が
な
い
の

で
、
お
産
の
時
が
一
番
不
安
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
で

は
、
牛
の
成
長
を
日
々
感
じ
る
こ

と
が
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
牛
舎
を
拡
大
し
て
頭
数
も

増
や
し
た
い
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、

人
出
が
少
な
い
の
で
悩
み
で
す
。

生
き
物
が
相
手
な
の
で
、
な
か

な
か
遠
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
、
雨
の
日
な
ど
時
間
を
見
つ

け
て
体
を
休
め
た
り
、
子
供
と
遊

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
調
に
気
を
遣
い

な
が
ら
、
か
わ
い
い
牛
た
ち
と
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
好
き
な
牛
た
ち
の
成
長
を
日
々
感
じ
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

▼
経
営
規
模
＝
水
稲
11
・
５
㌶
、

　

大
豆
５
・
５
㌶
、
そ
ば
65
㌃
、

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
30
㌃
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からのお知らせ

あ
と
が
き

営農指導員・矢吹智伯さんからエール！

お父様の教えを受けていちご栽培に取り組む箱崎さ
ん姉妹は、いわき市のいちご農家の中でも若い世代の
代表格です。栽培では、いちごうどん粉病の抑制のた
めに紫外線を照射するＵＶ－Ｂ（殺菌
効果のある電球）を導入するなど、低
農薬栽培についても熱心に勉強して
います。いわき市からたくさんのおい
しい笑顔を届けてほしいですね。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
掲
載
の
新
春
特
集
で
は
、
新
設
さ
れ
た
収
入
保

険
制
度
に
寄
せ
る
期
待
の
声
を
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

管
内
よ
り
お
一
人
ず
つ
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
経
営
に
「
備
え
の
種
」
を
お
届
け
す
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共
済

事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等
の

納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の
利
用

を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
掛
金
等

を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、
詳
し
く

は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
理
事
就
任

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
展
開
中

口
座
振
替
の
お
願
い

福
島
県
農
業
共
済
組
合
の
大
槻

友
保
理
事
の
逝
去
及
び
塩
田
金
次

郎
副
組
合
長
理
事
の
辞
任
に
伴
い
、

内
山
正
勝
理
事
（
岩
瀬
郡
天
栄
村
）、

大
竹
与
吉
理
事
（
石
川
郡
玉
川
村
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
組
合
長
等
の
互
選
も
行
わ
れ
、

副
組
合
長
に
大
髙
正
人
理
事
（
白
河

市
）、
い
わ
せ
石
川
支
所
地
区
担
当

理
事
に
薄
井
豊
男
理
事
（
須
賀
川

市
）、
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
県
内
約

２
２
０
台
の
業
務
用
車
両
に
防
犯

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

す
る
な
ど「
ふ
る
さ
と

見
守
り
活
動
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
犯
活
動

を
通
じ
て
地
域
社
会

の
安
全
に
、継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福島県農業共済組合では、事業紹介、
各支所の連絡先などの組織概要、採用情
報など、様々な情報を掲載したホーム
ページを開設しております。

収入保険と類似制度の比較シミュ
レーション、収入保険の規模拡大や収入
上昇を考慮した基準収入の算定シミュ
レーションなどもホームページに掲示
しております。

ぜひご活用ください。
スマートフォン、タブレットでもご覧

になれます。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2019.1
1
4
号

りか
ひ

矢吹智伯さん
農業保険の実行元年

大髙 正人
副組合長

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎ 024-544-2711
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166


